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(百万円未満切捨て)
１．平成27年３月期第１四半期の連結業績（平成26年４月１日～平成26年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年３月期第１四半期 6,806 △14.3 948 △40.5 1,079 △40.2 709 △38.9

26年３月期第１四半期 7,941 13.6 1,594 160.2 1,804 137.1 1,161 134.5
(注) 包括利益 27年３月期第１四半期 569百万円(△66.0％) 26年３月期第１四半期 1,675百万円( 463.8％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

27年３月期第１四半期 52.00 －

26年３月期第１四半期 85.13 －
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

27年３月期第１四半期 45,584 38,466 84.4

26年３月期 45,816 38,510 84.1
(参考) 自己資本 27年３月期第１四半期 38,466百万円 26年３月期 38,510百万円
　

　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年３月期 － 0.00 － 45.00 45.00

27年３月期 －

27年３月期(予想) 0.00 － 30.00 30.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　

　平成26年３月期期末配当金の内訳 特別配当15円を含んでおります。

　　

３．平成27年３月期の連結業績予想（平成26年４月１日～平成27年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 13,800 △13.3 1,200 △34.1 1,400 △32.0 800 △37.8 58.64

通期 26,000 △16.2 2,400 △33.4 2,700 △31.5 1,700 △27.2 124.61
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

　　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

(注)詳細は、添付資料Ｐ.３「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（１）会計方針の変更・会計上の見積
りの変更・修正再表示」をご覧ください。

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 27年３月期１Ｑ 14,000,000株 26年３月期 14,000,000株

② 期末自己株式数 27年３月期１Ｑ 357,937株 26年３月期 357,937株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年３月期１Ｑ 13,642,063株 26年３月期１Ｑ 13,642,063株
　

　

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
　この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開
示時点において、四半期連結財務諸表に対する四半期レビュー手続が実施中です。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社グループが本資料の発表日現在において入手
可能な情報から得られた判断に基づいており、リスク及び不確実性を包含しております。業績予想の前提となる仮
定及び業績予想のご利用に当たっての注意事項については、添付資料Ｐ.３「１.当四半期決算に関する定性的情報
（２）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の各種政策効果を背景に緩やかな回復基調が続いて

いるものの、消費税率引上げによる駆け込み需要の反動もあり、個人消費等で弱い動きも見られました。また、

米国の金融緩和縮小による影響、中国やその他新興国経済の先行きに対する懸念等、海外景気の下振れリスク

による不安定な要素も抱えつつ推移しました。

当社グループを取り巻く事業環境におきましても、依然として少子化やテレビ用アニメーションの視聴率低

下傾向、娯楽の多様化等により厳しい状況が続いておりますが、一方では劇場用アニメーションの活況や定額

課金の普及による映像配信の伸張、スマートフォンやタブレット型端末向けアプリ等の新たなメディアやサー

ビスの拡大の他、政府によるコンテンツ支援策の下、持ち直しが期待される海外市場等、アニメーションビジ

ネスの成長機会が見込まれる分野も数多くあります。

こうしたなか、当社グループは、国内で「ワンピース」、「ハピネスチャージプリキュア！」、「聖闘士星矢」

シリーズ、海外で「ワンピース」、「ドラゴンボール」シリーズ、「聖闘士星矢」シリーズを主とした、テレビ・

映画・ブルーレイ・DVD・携帯端末・インターネット等への映像製作・販売事業や、キャラクターライセンス等

の版権事業、キャラクター商品の開発や販売等を行う商品販売事業、キャラクターショー等を行うその他事業

を展開いたしました。

この結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は68億６百万円（前年同期比14.3％減）、営業利益は９

億48百万円（同40.5％減）、経常利益は10億79百万円（同40.2％減）、四半期純利益は７億９百万円（同38.9％

減）となりました。

セグメントごとの業績は次のとおりであります（セグメント間取引金額を含みます）。

なお、セグメント損益は、営業利益ベースの数値であります。

①映像製作・販売事業

劇場アニメ部門では、３月に「映画プリキュアオールスターズNewStage３」、６月に映画「聖闘士星矢

LEGEND of SANCTUARY」を公開しました。前年同期にあった「ドラゴンボールZ 神と神」のヒットに相当する

ものがなかったことから、前年同期と比較して大幅な減収となりました。

テレビアニメ部門では、「ワンピース」、「ハピネスチャージプリキュア！」、「暴れん坊力士！！松太郎」、

「ドラゴンボール改」、「マジンボーン」、「金田一少年の事件簿R」、「ディスク・ウォーズ：アベンジャーズ」

の７作品を放映しました。新作の放映本数が増えたことから、大幅な増収となりました。

パッケージソフト部門では、前年同期にあった映画「ワンピースフィルム Z」や「ドラゴンボール」シリ

ーズのブルーレイ・DVDに相当するものがなかったこと等から、大幅な減収となりました。

海外部門では、複数作品の中国向けの大口映像配信権の販売や、北米やアジア向けの「ワンピース」や

「ドラゴンボール」シリーズの放映権・ビデオ化権の販売が好調に稼動したことから、大幅な増収となりまし

た。

その他部門では、新たにブラウザゲーム『聖闘士星矢 ビッグバンコスモ』、『ロボットガールズZ ONLINE』

を展開したものの、ソーシャルゲーム『聖闘士星矢 ギャラクシーカードバトル』等が前年同期に比べ軟調に

推移したことから、その他全体としても減収となりました。

この結果、売上高は33億40百万円（前年同期比3.7％減）、セグメント利益は新作の放映本数が増えたこと

等から、４億87百万円（同42.5％減）となりました。

②版権事業

国内部門では、前年同期にあったライブラリー作品の遊技機の大口契約に相当するものがなかったことや、

「ワンピース」が軟調な展開となったこと等から、前年同期と比較して大幅な減収となりました。

海外部門では、アジア向けの「ワンピース」や欧州向けの「ドラゴンボール」シリーズの商品化が堅調に

推移したものの、全体としては減収となりました。

この結果、売上高は21億21百万円（前年同期比20.4％減）、セグメント利益は８億90百万円（同14.3％減）

となりました。

③商品販売事業

商品販売部門では、前年同期に「ドラゴンボールZ 神と神」の劇場公開に伴うタイアップや販促関連の商

品が高稼働だったことの反動減から、前年同期と比較して大幅な減収となりました。

この結果、売上高は11億63百万円（前年同期比22.0％減）、セグメント利益は７百万円（同65.0％増）とな

りました。
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④その他事業

その他部門では、「ワンピース」の催事イベントや「ハピネスチャージプリキュア！」のキャラクターショ

ー等を展開しましたが、前年同期にあった大阪での『ワンピース展』に相当する催事がなかったこと等から、

前年同期と比較して大幅な減収となりました。

この結果、売上高は２億25百万円（前年同期比37.3％減）、セグメント利益は32百万円（同57.2％減）とな

りました。

（２）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成27年３月期の業績予想につきましては、現時点では平成26年５月12日付の決算短信で発表いたしました

業績予想に変更はありません。

なお、実際の業績は、当社グループの事業を取り巻く経済環境、市場動向、為替レートの変動等の様々な要

因により、記述されている業績見通しとは大きく異なる結果となり得ることをご承知おきください。

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）

及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下「退職給付

適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについて

当第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直した結果、退職給付見込額の

期間帰属方法につき期間定額基準を継続適用するとともに、割引率の決定方法を従業員の平均残存勤務期間に近似

した年数に基づく割引率から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割

引率を使用する方法へ変更いたしました。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第１四半

期連結会計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減し

ております。

これによる当第１四半期連結会計期間の期首の退職給付に係る負債、利益剰余金及び当第１四半期連結累計期間

の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微であります。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成26年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 14,322,294 14,567,220

受取手形及び売掛金 5,573,482 5,555,603

商品及び製品 204,134 67,194

仕掛品 670,615 807,804

原材料及び貯蔵品 60,739 49,646

その他 3,578,651 3,474,823

貸倒引当金 △98,330 △109,322

流動資産合計 24,311,586 24,412,971

固定資産

有形固定資産 3,803,951 3,616,982

無形固定資産 218,993 248,046

投資その他の資産

投資有価証券 11,044,316 11,226,233

その他 6,479,060 6,121,825

貸倒引当金 △41,133 △41,133

投資その他の資産合計 17,482,244 17,306,926

固定資産合計 21,505,189 21,171,954

資産合計 45,816,775 45,584,925

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,235,508 4,087,473

未払法人税等 774,094 349,505

賞与引当金 239,425 110,912

その他 924,312 1,426,799

流動負債合計 6,173,340 5,974,690

固定負債

役員退職慰労引当金 139,590 144,990

退職給付に係る負債 835,625 852,455

その他 157,540 146,652

固定負債合計 1,132,756 1,144,097

負債合計 7,306,097 7,118,787

純資産の部

株主資本

資本金 2,867,575 2,867,575

資本剰余金 3,409,575 3,409,575

利益剰余金 31,779,128 31,874,450

自己株式 △543,591 △543,591

株主資本合計 37,512,687 37,608,008

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 854,001 779,579

為替換算調整勘定 147,153 80,922

退職給付に係る調整累計額 △3,163 △2,372

その他の包括利益累計額合計 997,991 858,129

純資産合計 38,510,678 38,466,138

負債純資産合計 45,816,775 45,584,925
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

売上高 7,941,716 6,806,119

売上原価 5,171,272 4,464,439

売上総利益 2,770,443 2,341,680

販売費及び一般管理費 1,176,262 1,393,444

営業利益 1,594,181 948,235

営業外収益

受取利息 18,877 19,626

受取配当金 117,358 107,082

持分法による投資利益 50,579 7,299

その他 23,234 4,188

営業外収益合計 210,049 138,197

営業外費用

為替差損 － 6,978

その他 17 451

営業外費用合計 17 7,430

経常利益 1,804,213 1,079,002

税金等調整前四半期純利益 1,804,213 1,079,002

法人税、住民税及び事業税 524,077 282,560

法人税等調整額 118,796 87,122

法人税等合計 642,874 369,683

少数株主損益調整前四半期純利益 1,161,338 709,319

四半期純利益 1,161,338 709,319
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,161,338 709,319

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 314,143 △77,837

為替換算調整勘定 172,209 △66,230

持分法適用会社に対する持分相当額 28,037 4,205

その他の包括利益合計 514,390 △139,861

四半期包括利益 1,675,729 569,458

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,675,729 569,458

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当第１四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日)

該当事項はありません。
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